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  国営赤城西麓土地改良事業 

 赤城山の北西面に位置する多那や 

二本松などは、今は日本有数の高原 

野菜の産地として名を馳せています 

が、明治時代から用水に恵まれない 

なか、開墾事業がすすめられてきました。 

 戦前から用水を引く事業が取り組まれてきましたが、昭和

３５年（１９６０）１２月に鷹巣川から水を引く工事がはじ

まり、昭和４１年（１９６６）ころには、キャベツ、レタス、

大根などの高原野菜の一大産地に生まれ変わりました。 

 昭和５６年（１９８１）から１７年かけ根利川から水を引

く赤城西麓土地改良事業がおこなわれ、利根町、昭和村、旧

赤城村、旧北橘村、旧富士見町の２４００ha に安定的に水

が供給できるようになり、農業はさらに発展しました。 

       インデン淵の河童 

 倉見川にまわりが真っ暗で怖かったようなところに、深さ

が３メートルくらいのインデン淵と女淵があり、この淵には

河童が住んでいたと言われていました。 

           この河童は、人を水の中に引き込 

んだり、人のはらわたを食べると言わ

れ恐れられていたそうです。 

           今ではカスリン台風などにより、淵

も埋まり、雰囲気も変わりました。 
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 大東議員は一般質問で、被爆アオギリ２世と被爆クスノキ２世などの被

爆２世木を沼田市に植樹し、平和行政をさらに進めることを求めました。 

 市長は、「本年は、被爆７５周年の節目の年であり、市民が平和の尊さ

と戦争の悲惨さを考えるきっかけとなるよう、今年度に被爆アオギリ２世       

と被爆クスノキ２世の苗木を植樹する予定」  

答えました。（写真は植樹予定の被爆２世木） 

             さらに市長は、「被爆２世木といっしょに、教

え子を戦争で亡くした人が、鎮魂と世界平和を

願って作った桜、『陽光』も植えたい」と答え、

平和行政を推進させる考えを示しました。 

 沼田市では、これまでに市有地を活用し太陽光発電を

おこない、ＣＯ２の排出削減と売電収入による市財政へ

の歳入確保をすすめてきました。 

 今年度から５年間の計画で、利根町の平川に小水力発

電施設の建設をすすめ、再生可能エネルギーの活用によ

り、さらにＣＯ２の削減と売電収 

入による財源確保をめざします。 

 今年度の予算は、３億５，３２ 

２万円で用地の購入やプロポーザ 

ル方式により工事を発注する事 

業者を決める予定です。 

 ５年後の発電、売電をめざして 

います。 
 年金者組合から３月定例市議会に提出された、「若い人

も高齢者も安心できる全額国庫負担の最低保障年金制度

創設を政府に求める請願」と「年金支給の隔月支給を毎

月支給に改める請願」は３月１８日、民生福祉常任委員

会で審議され２件の請願は趣旨採択となり、議会最終日

の本会議でも趣旨採択となりました。 

 無年金者をなくすためにも全額国庫負担の最低保障年

金制度をつくることは必要であり、光熱費などは毎月支

払ことからも年金の毎月支給にすることは必要です。 

 市内の市有施設の統廃合を含めて、それぞれの施設について検討をすす

めている「沼田市公共施設等総合管理計画第１期アクションプラン」では、

これまでに計画に基づいて、勤労青少年ホームや旧利南中学校屋内運動場、

白沢プール、利根健康増進施設などの使用中止が決まり、中央公民館も今

年度で廃止・除却が決められています。 

さらに白沢高齢者多目的室内運動場が、除却または使用中止の対象で、

利根支所が規模縮小の対象となっています。 

 市では維持管理費が高額だったり、築年数が経過している 

施設などを対象に検討をすすめる計画ですが、施設の統廃合 

は、利用者の活動保障と理解と納得を得ることが必要です。 


